





























としたらどうだろう。いかにもそれっぽく聞こえるのではないだろうか。実際のところ聞いたことはないが、やっぱりメキシコはラテンアメリカの入り口である。日本からメキシコを目指す場合、最近では増えてきた直行便に乗るか、あるいはアメリカ西海岸の都市やヒューストンなどを経由する。そんな風に行くと、実感として言うのだが、太平洋を超えてい 途中からだんだん英語が聞こえてきて、そこにスペイン語が混じり出し、最後はすっかりスペイン語しか聞こえない状態でメキシコシティに着くのだ。メキシコシティの空港に着いた時 は心底ほっとする。た えこれから先さらに南の国々を訪れる予定があったとしても、入国の行列に並んだりトイレ 臭い 嗅いだ時、はじめてなのに、 「ただいま」 いう言葉が漏れ としても少しもおかしくない。メキシコというのは、身体がラテンアメリカにいることを感じ、ああ ラテンアメリカ 来た！
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建築家のルイス・バラガンを研究している。確かにメキシコといえば、先住民文化の巨大な遺跡群があるかと思えば、征服以降に 造され、ラテンアメリカ最大と言わ 大聖堂もあるし、素晴らしい現代建築もあちこちに見られ 。メキシコのメガロマニアックな建築群は、多分ブラジルと並んでラテンアメリカでも注目に値する。　
今回は現在の本職である観光局代表としての職務に忠実に、
メキシコがいかに他にない魅力を備え 土地であるかということに力点を置き、建築 ついては深く掘り下げてくださらなかった。次回はぜひバラガンにつ て存分に話してもら たと考えている。
